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県電だより

平成23年７月 第185号

に　 い　 が　 た

『戸隠神社奥社の杉並木』
撮影場所・撮影日／

　　　　　戸隠神社奥社

　　　　　平成19年８月

【コメント】

　長野に行った時に立ち寄った戸

隠神社奥社の杉並木です。
　あまりの絶景に思わず一枚。
　天候にも恵まれ、涼を肌で感じ

た一瞬でした。

撮影者／新潟県電気工事工業組合

　　　　燕支部　山野電気工事

　　　　　　　　山野　　功　氏

新潟県電気工事工業組合

表紙写真紹介

―総代会特集号―
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第63回通常総代会
小林理事長を再任

各事業委員会を中心に着実に事業を実施

―「組合は組合員のために」、「組合員は組合のために」をモットーに事業を推進―

　当工組の平成23年度第63回通常総代会は、去る６月15日（水）ANAクラウンプラザホテル新

潟において、総代110名中106名（うち委任状27名）が出席して開催され、平成22年度事業報告

並びに収支決算、平成23年度事業計画（案）並びに収支予算（案）等について審議可決したの

ち、任期満了に伴う役員選任では、理事長に小林功氏を再任したほか理事・監事を選任した。

　総代会は、永井事務局長の司会で定刻14時30

分に開催され、出席総代数の報告が行われたの

ち、平成22年度に物故された10名の組合員、並

びに東日本大震災の被災者に哀悼の意を表して

黙祷を捧げた。
　次に、小林理事長より被災地復旧に積極的な

支援を行っていくこととしている等、開会の挨

拶が行われたのち、議長団の選出に移り、議長

に上越支部・大和電建㈱・本山秀樹氏、副議長

に村上支部・㈲髙野電気商会・髙野英一氏、同

じく副議長に柏崎支部・㈱英電社・横田良英氏

を選出して直ちに議事に入った。

〔第１号議案〕平成22年度事業報告並びに収支

決算承認の件

（事業報告）
　事業活動の概要、並びに総務委員会関係、経

営企画推進委員会関係、技術委員会関係、資材

委員会関係、引込線事業委員会関係の各事業委

員会関係の主な事業の実施状況について報告が

行われた。
（収支決算）
　平成22年度の収支決算は、総収益 5 億9,266

万円、総費用 5 億8,370万円で、経常利益783万

円、当期純利益623万円の実績となり、当期未

処分利益2,149万円のうち利益準備金、特別積立

金を各々150万円等として、次期繰越剰余金を

1,781万円とする剰余金処分(案)を満場一致で承

認した。

〔第２号議案〕平成23年度事業計画（案）並び

に収支予算（案）承認の件

（事業計画）
　組合活動の活性化を図るための事業計画とし

総　代　会 議　長　団
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て、各事業委員会の重点施策について説明が行

われた。
（収支予算）
　共同購買事業の縮小により、平成22年度実績

に比べて 2 億3,015万円減額の 3 億6,251万円の

予算編成の説明が行われ、満場一致で原案どお

り承認した。

〔第３号議案〕役員報酬限度額決定の件

　理事950万円、監事50万円を満場一致で承認

した。

〔第４号議案〕借入金残高最高限度額決定の件

　5,000万円を満場一致で承認した。

〔第５号議案〕定款一部変更の件

　第一点目として関係法令の改正に伴い事業名

称を変更するものである旨、第二点目として未

実施の事業で今後も再開する予定がないため削

除するものである旨、並びに第三点目として電

気工事士免状交付事務の受託体制を整えるため

事業として追加するものである旨の説明が行わ

れ、満場一致で原案どおり承認した。

〔第６号議案〕任期満了に伴う理事並びに監事

選任の件

　別掲のとおり新役員を選任したのち、新理事

による理事会が開催され、小林功氏が理事長

に、小島重光氏・吉田徳治氏・品田紘三氏が副

理事長にそれぞれ選出された。

■新役員名簿

【理事長】
小林　功（上越支部）
【副理事長】
小島重光（魚沼支部）　吉田徳治（新潟支部）
品田紘三（柏崎支部）
【理　事】
荻荘賢一（新潟支部）　斎藤　賢（新潟支部）
長浜春一（新潟支部）　小田保積（村上支部）

髙野英一（村上支部）　三母英二（新発田支部）
齊藤　淳（新発田支部）　松原千臣（新津支部）
樋口　等（新津支部）　大原義弘（三条支部）
関川正一（三条支部）　有坂友栄（燕 支 部）
山野　功（燕 支 部）　齊藤　隆（長岡支部）
石澤正二（長岡支部）　兼古　清（長岡支部）
佐藤春男（小千谷支部）　山本　進（小千谷支部）
横田良英（柏崎支部）　本山秀樹（上越支部）
清水一夫（上越支部）　富山久夫（魚沼支部）
庭野信吉（十日町支部）　後藤和夫（十日町支部）
南子茂雄（佐渡支部）　金子正勝（佐渡支部）
川内敏晴（電気工事組合）
【監　事】
小名隆一（新潟支部）　栗林義夫（長岡支部）
山本一久（上越支部）

　次に小林理事長より

「只今の理事会で、あ

らためて満場一致で理

事長を仰せつかった。
皆さんのアドバイスを

受け、お知恵を借りな

がら、組合員同士の協

調のもとで強い組織を

作りあげていきたいと

考えているので、ご支

援とご協力をお願い申し上げる。」と就任の挨拶

が行われた。
　引き続き事務局より、この度退任される 6 名

の役員の紹介が行われた。

■退任役員

白川良一氏（新潟支部）坂上孝雄氏（村上支部）
下條　登氏（新発田支部）遠藤厚一氏（長岡支部）
近藤一彦氏（長岡支部）宮川久夫氏（小千谷支部）
　以上で本日の議案は全て終了した。

　引き続き、平成23年度の表彰式が行われた。
　組合表彰として、
▼電気関係業務永年従事者（満70才以上の電気

理事長挨拶
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功労者）表彰＝13名

▼役員永年勤続者表彰＝ 6 名

▼優良従業員永年勤続者表彰

・満10年表彰＝15名

・満20年表彰＝ 8名

・満30年以上表彰＝31名

　73名の受彰者を代表して、髙野英一氏（村上

支部）が謝辞を述べて組合表彰が終了した。

　続いて、共同仕入事業で優秀な成績を挙げた

各支部に対して目標額達成賞が贈呈された。

◎目標額達成賞（順不同）
　　・村上支部　・新発田支部　・長岡支部

　　・柏崎支部　・上越支部　　・佐渡支部

　また、LED防犯灯取替工事受注に伴う本部事

業への多大な貢献に対して、佐渡支部に感謝状

が贈呈された。

　続いて、支部活動で優秀な成績を挙げた各支

部に対して優秀支部表彰が行われた。
◎優秀支部表彰

　　・最優秀賞：長岡支部

　　・優秀賞　：柏崎支部

　　・努力賞　：上越支部、佐渡支部

　続いて、東北七県電気工事組合連合会表彰伝

達式並びに全日本電気工事業工業組合連合会会

長表彰伝達式が行われた。
▼東北七県電気工事組合連合会表彰

⑴　指導功労者＝１名

⑵　優良従業員および組合優良職員＝５名

▼全日本電気工事業工業組合連合会会長表彰

⑴　役員の部＝１名

⑵　職員の部＝１名

第31回通常評議員会

　続いて、新潟県電気工事工業組合政治連盟第

31回通常評議員会が、評議員110名中106名（う

ち委任状28名）が出席して午後４時30分より開

催された。
　はじめに小林会長より開会挨拶が行われたの

ち、本山秀樹幹事長より当工組組合員関係者市

長村議会議員で組織されている議員協議会員７

名のうち２名の方々が当評議員会にご出席され

ている旨の報告と、それぞれのご紹介を行った。
　続いて、当連盟顧問の塚田一郎参議院議員、
並びに同相談役の市川政広県議会議員にご出席

いただいている旨の報告と、それぞれのご紹介

を行った。
　続いて、議長に新潟支部・三浦電機㈱・小名

隆一氏を選出して議事に入った。
〔第１号議案〕平成22年度事業報告書、貸借対

照表、収支計算書、財産目録及び繰越金承認の

件

〔第２号議案〕平成23年度事業計画（案）承認

の件

〔第３号議案〕平成23年度収支予算（案）承認

の件

〔第４号議案〕任期満了に伴う会長、副会長、
幹事長、幹事並びに会計監査選任の件

　以上４議案は原案どおり可決承認し、本日の

議案は全て終了した。

新潟県電気工事工業組合政治連盟

表　彰　式　謝　辞



第185号 平成23年７月県　電　だ　よ　り

4

　はじめに水嶋会長
より「本日は大変お
忙 し い 中、新 旧 理
事、 監 事、 顧 問、
陪席の皆様にご出席
を い た だ き、厚 く
お礼申し上げます。
また、この度の東日
本大震災に際しまし
て、各支部青年部会
員の皆様方に被災県
工組への物資支援並

びに義援金のお願いを申し上げましたところ、
心温まるご支援ご協力をいただき、この場をお
借りし厚くお礼申し上げます。
　本日の理事総会は役員改選も行われます。こ
の度、各支部より選出されました新理事の皆様
方には、各支部青年部の代表として緊張感と責
任感を持って本理事総会に臨んでいただきたい
と思います。本日は、ご理解あるご審議をよろ
しくお願い申し上げます。」と開会挨拶が行わ
れた。
　続いて議長の選出に移り、議長に稲垣正志氏
（新潟支部）を選出し、議案の審議に入った。
〔第 1 号議案〕平成22年度事業報告並びに収支
決算承認について
　平成22年度事業報告並びに収支決算報告が行
われ、監査報告どおり承認された。
〔第 2 号議案〕平成23年度事業計画（案）並び
に収支予算（案）について
　平成23年度事業計画（案）並びに収支予算
（案）について説明が行われ、原案どおり承認
された。
〔第 3 号議案〕役員改選について
　別掲のとおり会長、副会長、会計、監事、顧
問並びに情報正副委員長、経営・技術正副委員
長、創立30周年記念事業準備委員長を選任した。

　続いて品田新会長より「水嶋前会長をはじめ
諸先輩方が築き上げてきた県青年部の会長に就
任するにあたり、私の決意と思いを述べたいと
思います。

　現在、13支部約260
名の青年部会員の同
志が各地域で活躍中
ですが、青年部の活
動は、各地域に根ざ
した13支部青年部の
活動が起点ではない
かと考えています。
そして、県青年部は
楽しく、そして、仲
間作りが一番大切な
こ と と 考 え て い ま
す。そして、その先

に、地域の垣根を越えた仕事の繋がりが出来る
のが県青年部です。13支部青年部それぞれ規模
や活動内容も異なりますが、支部間交流や情報
交換を活発に行っていただき、青年部でなけれ
ば出来ないことを皆様と一緒に取り組んでまい
りたいと考えています。
　また、今年一年をかけて各支部青年部を訪問
し、色々と意見交換をさせていただき、来年度
の事業に繋げてまいりたいと考えています。
『楽しくやろう！県青年部』をスローガンに今
後がんばってまいりますので、皆様のご支援ご
協力をよろしくお願い申し上げます。
　また、この度退任される役員の皆様、青年部
をご卒業される皆様には永い間大変お疲れ様で
した。今後とも、青年部活動への温かいご支援
をよろしくお願い申し上げます。」と就任挨拶
が行われ、本年度理事総会は閉会した。

品田新会長の就任挨拶

水 嶋 会 長 の 挨 拶

県 青 年 部

平成 23 年度理事総会を開催
品田新会長を選任

―『楽しくやろう！県青年部』をスローガンに―

　新潟県電気工事工業組合青年部の平成23年度理事総会が、6 月 2日新潟グランドホテルにおい

て新旧理事42名、監事 2名、顧問2名、陪席 3名、事務局3名の計52名出席のもと開催された。

理 事 総 会 風 景
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役 職 名 氏　　名 所属支部 事業所名 備　　考

会　　　長 品　田　史　夫 柏　崎 ㈱品田電業社

副　会　長 久保田　　　一 新　潟 久保田電機工業㈱

副　会　長 楠　　　貞　雄 三　条 ㈱楠電機商会

副　会　長 星　野　泰　助 燕 ㈱星野電業社

会　　　計 齊　藤　　　源 村　上 旭電工㈱

監　　　事 磯　岡　　　洋 新発田 ㈱王紋電気

監　　　事 岡　部　孝　之 佐　渡 岡部電気

顧　　　問 水　嶋　光　彦 上　越 ㈱水嶋電気工事

情報委員長 池　田　英　夫 十日町 ㈲池田電業

情報副委員長 宮　崎　貴　之 上　越 ㈲宮崎電気工事

経営・技術委員長 高　橋　重　尚 小千谷 ㈱高橋電気

経営・技術副委員長 渡　辺　正　志 新　津 ㈱デンコー

創立30周年記念
事業準備委員長

楠　　　貞　雄 三　条 ㈱楠電機商会 副会長兼任

平成 23 年度　新潟県電気工事工業組合青年部　役職名簿

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災に

際し、当工組では上部団体の全日本電気工事業

工業組合連合会（以下、全日電工連）、東北七県

電気工事組合連合会（以下、東北七県連合会）
と連携し、被災県工組に対し災害見舞金や義援

金、救援物資の支援を行ってきました。

　災害見舞金については、全日電工連からの要

請により、３月に緊急支援として20万円（各県

工組一律）、青年部でも10万円を全日電工連に送

金しました。
　義援金については、全日電工連からの義援金

募集を受け、３月に90万円を全日電工連に送金

しました。また、東北七県連合会からの義援金

募集を受け、５月に組合員皆様方からの義援金

924,000円を東北七県連合会に送金し、青森・岩

手・宮城・福島県工組の被災された組合員・従

業員の方々の一日も早い事業・生活再建に役立

てていただくこととしました。また、青年部で

も青年部会員皆様方からの義援金45万円を東北

七県連合会青年部にお届けする予定です。

　救援物資支援については、組合員皆様方から

も多大なご支援ご協力をいただき、４月に生活

物資支援としてタオル約5,000枚、シャンプー・
石鹸類約690個を被災県工組（主に福島県工組）
に送付しました。また、青年部でも会員皆様方

のご協力のもと、３月に電気関係物資支援とし

て乾電池777個、懐中電灯65個、ラジオ19個を全

日電工連全国青年部協議会経由で被災県工組に

送付しました。

　この間、組合員並びに青年部会員の皆様方よ

りいただきました心温まるご支援ご協力に厚く

御礼申し上げます。
　当工組では、過去の震災対応の経験を活か

し、引き続き東北ブロックの一員として被災地

域の復旧・復興支援に努めてまいりますので、
今後とも皆様方より何分のご支援ご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。

東日本大震災支援活動報告
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　新潟県のシンボルともいえるチューリップ。
なかでも五泉市は、全国でも有数の球根産地と

して知られています。特に阿賀野川と早出川に

挟まれた巣本地区は、かつては川が頻繁に氾濫

し、砂地の土壌となったためチューリップの球

根栽培に適しているのです。毎年４月中旬を過

ぎると県下一の面積を誇るこの場所に、150万本

ものチューリップが色とりどりに咲きそろい、
人々の目を楽しませてくれます。
　そもそもここは観賞用の公園ではなく、球根

生産者の皆さんが球根を育てている畑。以前は

一般の人に公開されることもなく、散る直前に

花は生産者の手によって摘まれていました。こ

れは球根に栄養がいくようにするためです。と

ころが周囲からの要望もあって、「手塩にかけ

て育てて咲いた満開チューリップを花摘みの前

に多くの人に楽しんでもらおう」と、昭和63年

に『チューリップまつり』を開催し一般公開す

るようになりました。

　五泉を代表する名山「菅名岳」をバックに、
赤・白・黄色・ピンクとひたすら続くチューリッ

プのじゅうたんは、どこからカメラを向けても

ベストショットです。
　見頃は、４月下旬～５月上旬です。是非一度、
五泉市まで足を延ばしてみては、いかがでしょう

か！まだまだ五泉には、見どころ・特産品がありま

す。またの機会に紹介させて頂きます。

新 津 支 部

五泉市チューリップまつり

チューリップ畑

小林　功
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　山紫水明の町、加茂は、越後の小京都とも呼
ばれています。その加茂で田植えの終わった
５月21日に、晴天の中、「明神様まつり」の名
で親しまれる青海（あおみ）神社春季祭礼が
賑々しく催されました。

　 天 狗 様 を 始 め、大 勢 の 女 の 子 の「お 稚 児
様」、男の子の「お徒士たち」が続き、幼児を
おんぶした若い母親たちの「乳母行列」、そし
て三体のお神輿等々と大行列をなし、加茂の町
を練り歩くのです。

　また別名「乳母まつり」とも言われ、行列に
は乳児に美しい産衣を着せた母親たちが参加
し、安産子育ての神様である玉依姫命（たまよ
りひめのみこと）にわが子の健やかな成長を祈
願するのです。あわせて、150年余り昔に作られ
たという三体のお神輿を商店街や近郊の若集が
勇壮に担ぎ歩き、約四時間あまりの行列を終了
します。

　今年は晴天にも恵まれ、180余りの露天商も手
伝い、宵宮、本宮ともに大勢の人出で賑わいま

した。お蔭様で、安産祈願、豊作祈願、安全祈
願を合わせた両手に託し、今年も春季大祭の幕
を無事、降ろすことができました。

　例年のごとく、本工事組合も仮設電源の取り
付け、取り外しを地区組合員総出で行ないまし
た。配線材の改良を平行して行ない、不点不良
箇所を改修しながら工事を行っております。
　本組合は電気工事を通して、地域のために、
地域に役立ち、地域とともに発展していくべ
く、尽力しているところであります。

三 条 支 部

山紫水明の町　加茂

お 稚 児 様
大 行 列

大 行 列



第185号 平成23年７月県　電　だ　よ　り

8

県 青 年 部

柏崎で青年部支部間交流親善ソフトバレー大会を開催

各支部青年部から会員129名が集結！

村上・燕支部青年部合同チームが初優勝！

　６月25日（土）に青年部支部間交流親善ソフ

トバレー大会（in柏崎）が「刈羽村第二体育

館」にて開催されました。今年度は柏崎支部青

年部が主管となり、全県下12支部から129名の

青年部会員が柏崎に集結！熱戦が繰り広げられ

ました。
　晴天時は恒例のソフトボール大会を予定して

いましたが、新潟県内も梅雨入りし当日はあい

にくの雨天。今年度は屋内でのソフトバレーに

競技を切り替え、大会がスタートしました。
　柏崎名物の「鯛めし」のお弁当で昼食後、開

会式が行われ、県青年部の品田会長、地元柏崎

支部の横田支部長より柏崎への歓迎ご挨拶のの

ち、昨年度の上越大会で優勝した長岡支部青年

部三浦会長よりトロフィー返還。全11チーム

（村上・燕は合同チーム）によるトーナメント

方式で競技が始まりました。

　試合は１チーム９人制、１試合15点先取の３

セットマッチで行われました。ソフトバレーは大

会初の競技で未経験者も多く、はじめは珍プレー

続出でしたが、試合が進むにつれ徐々に慣れてき

て、本格的なスパイクやブロックの応戦が続く

など各コートで熱戦が繰り広げられました。
　決勝まで勝ち進んだのは、村上・燕支部青年

部合同チームと昨年度準優勝の柏崎支部青年

部。共に勝てば初優勝となるため、両チームと

も気合が入り試合は第３セットまでもつれ込み

初優勝の村上・燕支部青年部合同チーム

第３位の新津支部青年部準優勝の柏崎支部青年部
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各支部青年部会員129名が柏崎に集結！

ましたが、第３セット15対13の接戦を制して勝

利したのは村上・燕支部青年部合同チーム！見

事、初優勝を果たしました。準優勝は地元柏崎

支部青年部、第３位は新津支部青年部、第４位

は新潟支部青年部でした。
　熱戦の後は、場所を移して会員交流会が開催

され91名が参加。県青年部の品田会長より優勝

した村上・燕支部青年部に賞状と優勝トロ

フィーが授与されました。会員交流会も盛り上

がり、各支部青年部会員同士、柏崎の地で大い

に交流を深めました。

　会員交流会の中で次回開催地は新発田に決

定！来年度の新発田大会に向け、各チーム早く

も気合が入っていました！

第４位の新潟支部青年部
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　魚沼支部青年部では、３月11日～12日に東京
ビッグサイトにて視察研修会を行い、ライティ
ング・フェア2011（第10回国際照明総合展）に
行って来ました。海外メーカーや国内メーカー
のＬＥＤ照明や電球など数万点が展示してあり
ました。海外メーカーは、韓国や中国、台湾な
どのアジア地域が多かったような気がします。
国内メーカーは、主要な照明メーカーは全部と
言っていい位参加していました。東芝や三菱電
機などは、巨大なブースでひときわ人だかりが
出来ていました。パナソニックは入場規制をす
る位盛況でした。異業種のメーカーが多いこと
にも驚きました。

　会場に着いて２時間位した時に、はじめは立
ちくらみかなぐらいの揺れのあと、展示してあ
る機材が大きく揺れだし、天井から何か白いも
のが落ちてきて、女性の悲鳴が聞こえたので、
外に非難しました。そうです、東日本大震災で
す。地震情報は携帯電話のテレビからでした。
東北地方三陸沖が震源地で太平洋側全域に津
波警報が出ましたが、東京直下型じゃないから
と、ちょっと安心して、また建物の中に入りま
したが、その直後に展示会は中止になりました。
　駅方面に向かって行くと、ヘﾘコプターは飛
び回り、近くのビルの屋上からは黒い煙が出て
いました。駅に着くと、ゆりかもめは不通に
なっていました。神田のホテルまで歩いて行く
ことになり、帰宅難民を経験して、3時間かか
りやっとホテルに着いたけど、ホテル内点検中
のため部屋に入れずに、そのまま夕食をとるこ
とになり、調べておいた近所の料理屋さんに行
くと地震のため臨時休業でした。しかたなく近
くの料理屋さんで夕食をとり、ホテルにチェッ
クインして早めに寝ましたが、朝方の長野県北

部の地震で目が覚め、新幹線が不通になってい
ることをテレビで知り、早朝会議を行い、レン
タカーを使うか？普通列車で帰るか？など考え
ましたが、新幹線が復旧するのを待って帰るこ
とにしました。結果、無事に帰ることができ良
かったです。最後に、東日本大震災で被災され
た方々の一日も早い復旧、復興を祈念して、報
告を終らせていただきます。

魚沼支部青年部

平 成 22 年 度　視 察 研 修 会 開 催

震災直後、徒歩で家路に向かう人々の列
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　事の発端は、昨年の上越での青年部支部間交

流親善スポーツ大会において、十日町支部は毎

回優勝している長岡支部に負けないように？？

せめて色だけでも派手にと考え、Ｔシャツはピ

ンクで揃えていこうということになりました。
（結果は１回戦負け）

　今年は柏崎でのスポーツ大会…ということも

あって、仕事終わりに青年部会員に組合に集

まってもらい、「また今年もピンクのＴシャツ

で来てください！」と話をしたところ、「でも

同じピンクでも揃ってないじゃん！（当然で

す！会員それぞれが自前のＴシャツやポロシャ

ツを着てるんだから）揃えようよ！」という声

があがり、後日、組合に集まり、持ってきたい

くつかのデサインをみんなで「こっちのデザイ

ンのほうがいいかな？」とか「ここはこうした

ほうがいいんじゃね？」などなど数時間？？

（１時間）にも及ぶ会議の末に１つのデザイン

ができ、今回このようなＴシャツをつくること

ができました。

　この県電だよりがみなさんの手元に届く前

に、一足先に柏崎でのスポーツ大会でお披露目

するので見たことあるという方もいることで

しょう。ただ、このＴシャツはスポーツ大会だ

けでなく、十日町支部青年部会員一同１つに

なって同じ目標に向

かって、今後、活動

するためにつくられ

たわけですから、も

しかしたら…またど

こかで見かけるかも

しれませんね。

十日町支部青年部

おそろいのＴシャツ
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平成23年度電気使用安全月間

地域社会に視点を
おいた活動を展開！

　本年度も 8 月 1 日～31日の一ヶ月間に亘り、
経済産業省主唱のもとで電気使用安全月間運動

が実施される。当月間運動は、電気使用の安全

に対する知識をひろく普及するために全国各都

道府県で実施されるもので、昭和56年以来毎年

8 月に実施され本年で31回目を迎える。
　本年度も「地域社会に視点をおいた電気使用

安全運動」を全面的に押し出し、電気保安の観

点から、各地域の実状に適し、かつ、一般家庭

の立場に立った活動が全国で展開される。
　当工組でもポスター、PRリーフレット、チラ

シ、うちわ等のPRグッズを各支部に配布し、
各支部の実状に適した活動を全県下で展開する

予定である。

目　的

　一般家庭を主軸に電気使用安全に関する啓発

を行い、不良電気設備の改修を実施するととも

に、あわせて電気工事を行う者の研修を行い、
一般用電気工作物の保安確保と電気災害の防止

に資することを目的とする。

実施項目

１ ．地域社会に視点をおいた電気使用安全

に関する啓発指導

２．漏電遮断器の取り付け推進

３．不良電気設備の改修工事の実施

４．電気設備の安全診断の実施

５．電気設備のリニューアルの推進

６．電気安全啓発キャラバン隊の実施

７．電気工事士に対する研修の実施

８．200ボルト化の普及推進

　また、本年度は当工組として夏場の電力不足

に対して節電に取組み、電気安全啓発キャラバ

ン隊や街頭活動でちらしを配布するなど、推進

活動を展開することとしている。

漏電遮断器取付推進運動実施中！
準備期間　平成23年７月１日～７月31日

実施期間　平成23年８月１日～８月31日

電気使用安全月間
2011年8月1日～31日

平成23年度重点活動テーマ

主唱：経済産業省

●いま一度、身のまわりの電気安全について考えましょう。
●自家用設備の電気事故は日頃の巡視点検で防ぎましょう。
●地震、雷、風水害などの自然災害にそなえ、電気の安全に
努めましょう。

コンセント
からの発火

自然災害に
よる電気事故

汗による
感電事故

自家用設備の
保守不良

電気工事は
登録（届出）標識の
ある工事店で。

電気を安全に上手に使って節電しましょう!
全日本電気工事業工業組合連合会
各 ブ ロ ッ ク 組 合 連 合 会
各都道府県電気工事（業）工業組合

主催
総 務 省 消 防 庁
各 都 道 府 県
日 本 放 送 協 会

後援
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●危険物取扱者試験（９月分）
試 験 日 平成23年 9 月 3 日（土）
受付期間　電子申請 平成23年 7 月 8 日（金）～ 7 月24日（日）
　　　　　書面申請 平成23年 7 月11日（月）～ 7 月27日（水）
試験種類 甲種・乙種第 1 ～ 6 類・丙種

受 験 地 新潟・長岡・上越・三条

●消防設備士試験（10月分）
試 験 日 平成23年10月16日（日）
受付期間　電子申請 平成23年 8 月19日（金）～ 8 月30日（火）
　　　　　書面申請 平成23年 8 月22日（月）～ 9 月 2 日（金）
試験種類 甲種特類・甲種第 1 ～ 5 類・乙種第 1 ～ 7 類

受 験 地 新潟・長岡・上越

（財）消防試験研究センター　新潟県支部

※受験願書、免状の書換え申請書は、支部及び県内の消防署で配布しています。
※年間の日程等については、下記にお問い合わせ下さい。 

〒950�0965　新潟市中央区新光町10－ 3 　技術士センタービルⅡ 7 階703号

　　　　　　ＴＥＬ　025�285�7774　ＦＡＸ　025�211�7011　　http://www.shoubo-shiken.or.jp
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組 合 員 の 異 動
平成23年４月～平成23年６月組合報告分

支　部 事　業　所

脱　　退 長　　岡 ㈲誠和電気工事

組 合 員 の 変 更
平成23年４月～平成23年６月

支　部 事　 業　 所 変更箇所 変　 更　 前 変　 更　 後

新　潟 真保電機工業㈱ 事業所名 ㈲真保電機工業 真保電機工業㈱

ダイダン㈱新潟支店 代 表 者 杉本泰輔 道端順治

㈱テクニカル通信
住　 所

〒950�0923

　新潟市中央区姥ヶ山２丁目27�17

〒950�0162
　新潟市江南区亀田大月二丁目２�38

Ｔ Ｅ Ｌ 025�286�3912 025�278�3901

Ｆ Ａ Ｘ 025�286�3995 025�278�3902

新発田 ㈱中条エンジニアリング 代 表 者 田口憲二 寺岡　渉

㈱長谷川電気工業所 

東港営業所
代 表 者 髙橋正昭 長谷川雄一

三　条 ㈱山田電気 代 表 者 山田富義 山田幸恵

燕 ㈱つばでん 住　 所 〒 959�1286　燕市小関1071�１ 〒959�1241　燕市小高5536�１

Ｆ Ａ Ｘ 0256�62�6184 0256�63�9938

星電気工事店 住　 所 〒949�4511　長岡市小島谷3390�６ 〒949�4511　長岡市小島谷3337

長　岡 伊藤電気商会 住　 所 〒954�0057　見附市新町１丁目13�15 〒954�0059　見附市昭和町２丁目21�25

引込電設工業㈱ 代 表 者 遠藤厚一 齊藤　隆

小千谷 ㈱高橋電気 代 表 者 高橋賢一 高橋重尚

㈲内藤電気工務所 住　 所 〒949�7504　長岡市東川口598�３ 〒949�7504　長岡市東川口1974�11

引込線工事㈱ 代 表 者 宮川久夫 佐藤春男

上　越 嶋岡電機商会 事業所名 佐藤電機商会 嶋岡電機商会

住　 所 〒949�3215　上越市柿崎区直海浜1494�１ 〒949�3256　上越市柿崎区三ツ屋浜493

Ｔ Ｅ Ｌ 025�536�2504 025�536�4023

魚　沼 大平電気 事業所名 ㈲大平電気 大平電気

代 表 者 大平二作 大平志津雄

住　 所 〒949�6608　南魚沼市美佐島1724 〒949�6681　南魚沼市余川1225�55

山本電気工事店 Ｆ Ａ Ｘ 025�792�9998 025�793�7020

佐　渡 鈴木商店 代 表 者 鈴木直人 鈴木雅人

 ※県本部宛変更届提出分について掲載しております。
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県電だより

平成23年７月 第185号

に　 い　 が　 た

『戸隠神社奥社の杉並木』
撮影場所・撮影日／

　　　　　戸隠神社奥社

　　　　　平成19年８月

【コメント】

　長野に行った時に立ち寄った戸

隠神社奥社の杉並木です。
　あまりの絶景に思わず一枚。
　天候にも恵まれ、涼を肌で感じ

た一瞬でした。

撮影者／新潟県電気工事工業組合

　　　　燕支部　山野電気工事

　　　　　　　　山野　　功　氏

新潟県電気工事工業組合
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